
リハーサル中の太刀川氏 衣装変えて本番 総合司会川久保副理事長 　総会藤井議長

図書目録寄贈 渡辺理事長 國行副理事長 村野会計理事

ご支援を頂いたPTAの皆さん　感謝！

同窓会理事の面々
全員で校歌斉唱 総会に出席された皆さん

杉二小同窓会会報
第25号
2019年

東京都杉並区立

杉並第二小学校
同窓会事務局発行

百
三
十
五
年
前
の
明
治

十
七
年
。
当
時
の
成
宗
・

田
端
村
の
子
供
た
ち
の
学

舎
・
成
田
小
学
校
が
創
立

さ
れ
ま
し
た
。
母
校
の
誕

生
で
す
。
当
時
の
日
本
は

ま
だ
憲
法
も
国
会
も
な
く

新
し
い
國
造
り
の
途
上
で

あ
り
ま
し
た
。

そ
の
時
代
に
学
舎
を
作

り
人
材
の
育
成
に
努
め
た

先
人
の
深
い
洞
察
と
努
力

に
大
い
な
る
敬
意
を
表
し
、

感
謝
を
す
る
次
第
で
す
。

母
校
の
新
た
な
発
展
を

願
い
、
創
立
一
三
五
周
年

の
お
祝
い
を
心
よ
り
申
し

上
げ
ま
す
。

同
窓
会
は
、
尾
崎
の
丘

で
学
ん
だ
仲
間
と
の
絆
を

強
め
る
と
と
も
に
無
限
の

可
能
性
を
持
つ
在
校
生
の

活
動
支
援
を
続
け
て
い
ま

す
。
同
窓
会
文
庫
に
は
累

計
四
六
二
九
冊
の
書
籍
を

寄
贈
い
た
し
ま
し
た
。
ま

た
、
杉
二
小
ウ
イ
ン
ド
バ

ン
ド
の
活
動
支
援
、
楽
器

維
持
費
の
補
助
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。

創
立
一
三
五
年
を
記
念

し
在
校
生
の
た
め
に
何
か

を
贈
り
た
い
。

余
裕
の
な
い
同
窓
会
財

政
状
況
下
、
皆
様
か
ら
の

ご
浄
財
を
得
て
祝
意
を
表

し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

十
一
時
開
場

受
付
開
始

十
一
時
二
十
分

川
久
保
理
事
の
総
合
司
会
に
よ
り
開

会
。

杉
二
小
ウ
イ
ン
ド
バ
ン
ド
に

よ
る
演
奏
及
び
全
員
で
校
歌
斉
唱
。

十
二
時

太
刀
川
悦
代
氏
に
よ
る
歌
唱
「
懐
か

し
い
日
本
の
歌
と
童
謡
」
演
奏
。
終
了

後
太
刀
川
氏
及
び
ピ
ア
ノ
伴
奏
者
に

花
束
贈
呈
。

十
二
時
五
十
分

総
会

岩
田
会
長
の
挨
拶
、
佐
野
校

長
の
祝
辞
に
引
き
続
き
藤
井
理
事
が

議
長
に
選
出
さ
れ
た
。
藤
井
議
長
の

進
行
に
よ
り
各
担
当
理
事
よ
り
報
告

及
び
議
案
が
説
明
さ
れ
、
原
案
通
り

承
認
さ
れ
た
。
そ
の
他
の
案
件
は
無
し
。

以
上
を
も
っ
て
総
会
の
閉
会
が
藤
井
議

長
よ
り
宣
言
さ
れ
た
。

十
三
時
二
十
分

岩
田
会
長
よ
り
佐
野
校
長
へ
同
窓
会

文
庫
図
書
贈
呈
が
行
わ
れ
た
。
懇
親
会

準
備
の
間
に
総
会
出
席
者
全
員
に
て

記
念
写
真
撮
影
。

十
三
時
五
十
分

懇
親
会

司
会
を
篠
原
監
事
に
バ
ト
ン

タ
ッ
チ
し
て
開
始
。

乾
杯
に
引
続
き
、
和
や
か
に
会
食
・
懇

談
が
進
ん
だ
。
年
代
ご
と
分
か
れ
た
各

テ
ー
ブ
ル
よ
り
ス
ピ
ー
チ
が
な
さ
れ

そ
れ
ぞ
れ
の
想
い
が
伝
わ
り
同
窓
会
の

和
が
感
じ
ら
れ
る
時
間
空
間
が
・
・
・

存
在
し
て
い
た
。

太
刀
川
氏
の
ピ
ア
ノ
伴
奏
に
よ
り
、

全
員
で
校
歌
を
斉
唱
し
閉
会
と
な
っ
た
。

(

十
五
時
五
十
分
）

第33回総会概要報告

平成３０年度同窓会活動

同窓会会長 岩田和保

平
成
三
十
年

四
月
七
日

第
一
回
定
期
理
事
会

四
月
二
八
日

総
会
資
料
印
刷

四
月
二
九
日

総
会
案
内
状
＆
会
報
発
送

六
月
二
日

総
会
準
備
会

六
月
十
日

第
三
三
回
総
会
・
懇
親
会

六
月
三
十
日

総
会
反
省
会

十
月
二
一
日

常
任
理
事
会

十
月
二
七
日

第
二
回
定
期
理
事
会

平
成
三
一
年

一
月
二
六
日

杉
二
小
と
記
念
事
業
打
合

二
月
二
日

常
任
理
事
会

二
月
九
日

第
三
回
定
期
理
事
会

三
月
三
日

本
年
度
卒
業
生
へ
礼
状

四
月
四
日

会
計
監
査

第３４回総会案内

１．開催日 2019年６月９日（日）

２．会 場 杉並第二小学校体育館 （スリッパの用意あり）

３．同窓会進行

-１．開 場 １１時

-２．杉二小ウィンドバンド演奏（校歌斉唱共）

-３．会長挨拶・ご来賓挨拶

-４．総 会

議題１．平成30年度会務報告

２．平成30年度収支決算報告・監査報告

３．2019年度事業計画(案）

４．2019年度事業予算(案）

５．会則改定の件

６．その他

-５．同窓会文庫寄贈式

-６．懇親会 １３時40分～１５時40分

安 盛 堂 物 語 ①

杉
二
小
の
正
門
前
、
鎌
倉
街
道

を
挟
ん
で
「
安
盛
堂
」
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
ご
主
人
安
藤
喜
八
さ
ん
が
平

成
三
〇
年
九
月
に
亡
く
な
り
ま
し

た
。(

享
年
八
九
歳
、
昭
和
十
六
年

卒
）
お
店
の
経
営
の
傍
ら
、
同
期
会

の
幹
事
、
成
二
町
会
、
防
災
会
、
熊

野
神
社
の
役
員
を
務
め
ら
れ
、
平

成
二
十
一
年
十
一
月
に
は
、
『
教
科

書
供
給
業
務
に
従
事
し
、
発
展
に

寄
与
し
た
』
と
し
て
黄
綬
褒
章
を
授

与
さ
れ
て
い
ま
す
。

お
店
は
大
正
十
三
年
四
月
、
先

代
の
安
藤
勝
五
郎
さ
ん
が
、
杉
二

小
の
校
歌
を
作
詞
し
た
吉
住
作
次

郎
先
生
ら
三
氏
の
助
言
を
受
け
て

『
安
盛
堂
』
と
命
名
し
開
店
さ
れ
、
教

科
書
・
文
具
・
雑
貨
・
菓
子
・
切

手
印
紙
・
タ
バ
コ
等
の
販
売
を
始

め
ま
し
た

勝
五
郎
さ
ん
は
昭
和
四
二
年
に

亡
く
な
り
ま
し
た
が
、
そ
の
後
を

継
い
だ
の
が
喜
八
さ
ん
と
奥
様
の

房
子
さ
ん
で
す
。

教
科
書
は
杉
二
小
の
他
七
校
分

を
扱
っ
て
お
り
、
朝
七
時
か
ら
夜

七
時
ま
で
営
業
。
奥
様
の
房
子
さ

ん
に
よ
る
と
最
近
の
生
徒
は
お
と

な
し
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
「
お
じ

さ
ん
」、
「
お
ば
さ
ん
」
と
大
声
で
駆

け
込
ん
で
く
る
子
も
、
午
前
中
の

休
み
時
間
に
パ
ン
を
買
っ
て
食
べ

て
行
く
子
も
、
朝
来
て
「
宿
題
手

伝
っ
て
！
」
と
云
う
子
も
も
う
い
な

い
と
の
こ
と
。

・
・
・
・
・

時
ど
き
な
つ
か
し
い
と
立
ち
寄

る
卒
業
生
も
い
る
よ
し
。
九
五
年

の
歴
史
に
敬
服
し
、
さ
ら
な
る
ご

発
展
を
祈
る
次
第
で
す
。

（
安
盛
堂
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
な
思
い

を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
機
会
が
あ
れ
ば

②
と
し
て
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
）

杉
二
小
の
生
徒
を
永
年
見
守
り

続
け
て
頂
き
、
感
謝
致
し
ま
す
。

故
喜
八
さ
ん
へ

(

昭
和
三
十
年
卒

藤
井
眞
人
）

初代勝五郎御夫妻

昭和30年頃

最近の安盛堂

二代喜八御夫妻

創立135周年を祝う
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135周年を共に創り共に祝いましょう

杉
並
第
二
小
学
校
は
本
年
度
、

創
立
百
三
十
五
年
周
年
と
な
り

ま
す
。
本
校
を
温
か
く
見
守
っ
て

く
だ
さ
る
同
総
会
の
皆
様
の
お

か
げ
で
、
自
然
豊
か
な
尾
崎
の
丘

に
あ
る
本
校
は
、
地
域
の
シ
ン
ボ

ル
的
な
存
在
で
す
。
「
全
て
の
子

供
た
ち
を
全
教
職
員
で
支
援
す

る
」
「
学
校
を
オ
ー
プ
ン
に
し
て
多

様
な
風
を
入
れ
る
」
と
い
う
方
針

の
も
と
、
保
護
者
や
地
域
の
皆
様

が
た
く
さ
ん
協
力
し
て
く
だ
さ

り
、
ま
さ
に
「
皆
で
創
り

皆
が

誇
る

未
来
志
向

杉
並
第
二

小
学
校
」
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。

さ
て
、
今
年
度
の
百
三
十
五
周

年
は
学
校
に
と
っ
て
大
き
な
節

目
の
年
で
す
。
こ
の
年
に
居
合
わ

せ
た
奇
跡
を
軌
跡
に
変
え
る
取

組
（
児
童
記

念
集
会
、
記
念
授
業
等
）
と
な
る

よ
う
に
、
皆
で
創
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
子
供
た
ち

が
学
校
の
歴
史
に
関
心
を
も
ち
、

調
べ
て
ま
と
め
る
活
動
を
通
し

て
、
現
在
の
自
分
た
ち
の
生
き
方

を
見
つ
め
、
未
来
の
学
校
や
自
分

の
目
標
に
対
し
て
、
積
極
的
な
行

動
を
起
こ
し
て
い
き
ま
す
。

昨
年
、
本
校
の
校
舎
改
築
計
画

が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
歴
史

と
伝
統
と
誇
り
に
満
た
さ
れ
た

本
校
に
、
未
来
の
学
校
像
を
求
め

て
、
児
童
・
保
護
者
・
地
域
・
同

窓
会
の
願
い
や
思
い
を
集
約
し

て
基
本
設
計
に
ま
と
め
ま
す
。
三

年
後
に
は
既
存
の
校
舎
の
解
体

が
始
ま
り
ま
す
。
是
非
、
こ
の
機

会
に
同
窓
生
同
士
や
本
校
と
の

新
た
な
繋
が
り
を
企
画
し
て
い

た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。
結
び

に
、
杉
並
第
二
小
学
校
同
窓
会
会

員
の
皆
様
の
益
々
の
ご
健
勝
、
ご

活
躍
、
そ
し
て
、
同
総
会
の
益
々

の
ご
発
展
を
祈
念
申
し
上
げ
ま

す
。

地域のコミュニテイーセンターあるいは防災拠点としての杉二小

先
ず
、
先
日
九
月
三
十
日
に

杉
二
小
昭
和
四
一
年
卒
、
六
年

一
組
の
ク
ラ
ス
会
を
無
事
開

催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た

こ
と
、
同
窓
会
の
方
々
、
ま
た

住
所
な
ど
連
絡
方
法
が
わ
か

ら
な
か
っ
た
方
に
声
を
か
け

て
く
だ
さ
っ
た
ク
ラ
ス
の

方
々
の
ご
協
力
に
感
謝
い
た

し
ま
す
。

な
ん
と
三
十
数
年
ぶ
り
の

ク
ラ
ス
会
。
先
ず
は
松
木
先
生

の
ご
都
合
は
如
何
と
お
電
話

や
お
手
紙
を
さ
し
あ
げ
た
り

し
た
の
で
す
が
、
連
絡
取
れ
ず
。

今
年
も
年
賀
状
を
頂
い
て
い

た
の
で
す
が
・
・
・
。

企
画
は
し
た
も
の
の
一
体

何
名
の
方
に
い
ら
し
て
い
た

だ
け
る
の
か
と
心
配
し
て
お

り
ま
し
た
が
、
私
達
幹
事
、
小

田
さ
ん(

旧
姓
上
田)

と
私
、
服

部(

旧
姓
吉
田)

含
め
て
八
名
も

の
参
加
と
な
り
ま
し
た
。

本
当
に
久
し
ぶ
り
の
再
会

だ
っ
た
の
で
す
が､
す
ぐ
に
打

ち
解
け
楽
し
い
ひ
と
時
を
過

ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
昔

の
写
真
を
見
な
が
ら
こ
れ
は

誰
か
な
と
話
し
た
り
、
思
い
出

話
は
た
く
さ
ん
。
〈
日
の
出
〉

〈
日
の
入
り
〉
観
測
を
校
舎
の

屋
上
で
し
た
こ
と
、(

今
の
時

代
で
は
ち
ょ
っ
と
無
理
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
ね)

ま

た
体
育
の
授
業
で
は
い
つ
も

最
初
に
和
田
堀
公
園
を
マ
ラ

ソ
ン
た
こ
と
・
・
。

会
当
日
は
ち
ょ
う
ど
台
風

の
心
配
で
二
次
会
は
出
来
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
す
ぐ
ま
た
間

を
置
か
ず
会
う
機
会
を
設
け

ま
し
ょ
う
と
次
回
の
幹
事
さ

ん
と
。
ア
ド
レ
ス
交
換
な
ど
を

し
て
お
別
れ
し
ま
し
た
。

最
後
に
、
連
絡
の
取
れ
な

か
っ
た
ご
高
齢
の
先
生
が
心

配
で
す
が
、
来
年
も
ま
た
例
年

の
よ
う
に
し
っ
か
り
し
た
わ

か
り
や
す
い
大
好
き
な
松
木

先
生
の
字
で
お
年
賀
状
を
頂

け
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

昭
和
四
一
年
卒

服
部
壽
子

(

旧
姓
吉
田)

吉
田
清
江

昭
和
十
五
年
卒

毎
日
元
気
で
月
見
学
園
と
い

う
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
送

り
迎
え
で
通
っ
て
お
り
ま
す
。

東
谷
鈴
子

昭
和
十
六
年
卒

C
D
を
聞
い
て
い
ま
す
。
夜
は

深
夜
便
ラ
ジ
オ
を
聞
い
て
い
ま

す
。
テ
レ
ビ
が
一
番
の
楽
し
み
で

す
。
な
つ
か
し
い
で
す
。
九
十
歳

に
な
り
ま
す
。

中
村
進

昭
和
十
八
年
卒

元
気
で
や
っ
て
お
り
ま
す
。
金

沢
八
景
の
風
光
明
媚
な
と
こ
ろ

で
快
適
に
暮
ら
し
て
居
り
ま
す
。

梶
沼
文
子

昭
和
十
九
年
卒

元
気
に
家
事
を
こ
な
し
て
居

り
ま
す
。
必
要
と
さ
れ
る
か
が
活

力
の
源
で
す
。
激
動
の
時
代
六
年

間
杉
二
に
か
よ
え
ま
し
た
。
そ
の

後
も
元
気
に
過
ご
せ
現
在
に

至
っ
て
お
り
ま
す
。

感
謝
し
毎
年
の
会
報
を
拝
見

し
て
お
り
ま
す
。

山
中
祐
子

昭
和
二
十
年
卒

杉
二
を
卒
業
し
て
七
三
年
、
光

陰
矢
の
如
し
で
す
。
六
年
生
の
時
、

長
野
県
へ
集
団
疎
開
し
た
事
が
、

今
で
も
覚
え
て
い
る
な
つ
か
し

い
思
い
出
で
す
。

榎
本
章

昭
和
二
三
年
卒

早
い
も
の
で
卒
業
か
ら
七
一

年
が
経
過
し
ま
し
た
。
十
数
年
前

か
ら
八
王
子
市
浅
川
小
学
校
放

課
後
子
ど
も
教
室
推
進
委
員
会

長
と
し
て
児
童
と
過
ご
し
て
お

り
ま
す
。
健
康
保
持
の
た
め
社
交

ダ
ン
ス
・
カ
ラ
オ
ケ
で
地
域
の

皆
さ
ん
と
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
当

日
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

金
子
美
和
子
昭
和
二
三
年
卒

年
齢
相
応
薬
に
頼
り
な
が
ら

も
元
気
に
生
活
し
て
お
り
ま
す
。

好
き
な
日
舞
を
続
け
て
習
っ
て

い
ま
す
。
発
表
会(

五
月)

に
出
演

す
る
た
め
体
操
教
室
に
行
っ
て
、

足
腰
を
鍛
え
て
現
状
維
持
に
つ

と
め
て
い
ま
す
。

仙
仁
宏

昭
和
二
四
年
卒

八
十
才
代
に
入
っ
て
お
り
ま

す
が
、
今
の
と
こ
ろ
元
気
で
忙
し

い
日
を
す
ご
し
て
お
り
ま
す
。
地

域
の
高
齢
者
の
「
歌
う
会
」
で
ア

コ
ー
デ
ィ
オ
ン
を
弾
い
て
い
ま

す
。

大
竹
恭
子

昭
和
二
五
年
卒

植
栽
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
テ

ニ
ス
体
操
等
こ
れ
ま
で
と
変
わ
ら

な
い
生
活
を
し
て
い
る
こ
と
に
感

謝
し
て
い
ま
す
。

勝
村
克
子

昭
和
二
六
年
卒

現
在
個
人
や
コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー

プ
の
指
導
等
や
っ
て
お
り
ま
す
。

田
川
孝
夫

昭
和
二
七
年
卒

お
陰
様
で
歳
な
り
に
日
々
忙
し

く
お
く
っ
て
い
ま
す
。
ゴ
ル
フ
と

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
小
学
生
に
モ
ノ

づ
く
り
を
指
導
し
な
が
ら
理
科
大

好
き
子
ど
も
た
ち
を
育
て
て
い
ま

す
。

岩
本
貴
美
子

昭
和
二
八
年
卒

七
十
七
才
に
な
り
ま
し
た
が
、

お
か
げ
様
で
元
気
で
す
。
子
供
や

孫
た
ち
と
旅
行
等
で
楽
し
ん
で
い

ま
す
。

吉
野
三
和
子

昭
和
二
九
年
卒

鉢
や
プ
ラ
ン
タ
ー
で
花
咲
を
楽

し
ん
で
元
気
に
過
ご
し
て
い
ま
す
。

齋
藤
彰
夫

昭
和
三
十
年
卒

人
生
百
年
と
言
わ
れ
る
時
代
と

な
り
私
に
と
り
最
後
の
四
半
世
紀

を(

現
役
モ
ー
ド)

で
歩
む
べ
く
挑

戦
中
で
す
。

今
年
か
ら
杉
二
ク
ラ
ス
会
を
毎
年

実
施(

従
来
は
隔
年)

す
る
こ
と
と

な
り
ま
た
。

辻

良
江

昭
和
三
一
年
卒

八
月
で
七
十
五
才
に
な
り
ま
す
。

変
わ
り
な
く
過
ご
し
て
居
り
ま
す
。

三
か
月
に
一
度
六
年
四
組
の
お
友

達
と
お
会
い
し(

三
、
、
四
人)

楽
し
く
思
い
出
話
を
し
て
お
り
ま

す
。

篠
原

明

昭
和
三
六
年
卒

昭
和
三
十
六
年
卒
六
年
一
組
の

同
窓
会
を
年
に
数
回
実
施
し
て
い

ま
す
八
名
く
ら
い
参
加
し
て
い
ま

す
。

柱

道
男

昭
和
三
六
年
卒

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
と
趣
味
の
歴
史

を
や
っ
て
い
ま
す
。

瀧
本
久
美
子

昭
和
三
六
年
卒

い
つ
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
資
料
の
写
真
に
桜
の
大
木

が
！
入
学
時
に
こ
の
木
の
下
で
記

念
写
真
を
撮
り
ま
し
た
。
六
十
三

年
前
の
こ
と
が
鮮
明
に
思
い
出
さ

れ
ま
す
。

二
俣
知
子

昭
和
三
六
年
卒

桜
の
頃
善
福
寺
川
沿
い
に
杉
二
の

近
く
を
散
策
し
ま
し
た
。
な
つ
か
し

い
思
い
で
で
し
た
。

吉
田
純
子

昭
和
三
七
年
卒

九
十
六
才
と
九
十
才
の
両
親
を
抱

え
、
毎
日
忙
し
く
過
ご
し
て
い
ま
す
。

藤
澤
秀
樹

昭
和
三
九
年
卒

完
全
リ
タ
イ
ヤ
し
て
2
年
。
好
き

な
山
歩
き
や
秘
湯
巡
り
を
し
て
ゆ
っ

た
り
日
々
過
ご
し
て
い
ま
す
。

山
口
奈
保
子

昭
和
四
一
年
卒

先
日
、
六
年
二
組(

竜
野
宗
子
先
生
）

の
ク
ラ
ス
会
が
あ
り
、
今
年
六
五
歳

を
む
か
え
る
面
々
は
年
金
、
健
康
な

ど
の
話
題
で
盛
り
上
が
り
、
ま
た
元

気
に
再
会
で
き
る
こ
と
を
誓
い
ま
し

た
。

熊
澤
寛
子

昭
和
四
一
年
卒

私
は
信
州
に
移
住
し
て
六
年
近
く

に
な
り
ま
し
た
。
冬
の
寒
さ
に
は

中
々
慣
れ
ま
せ
ん
が
、
自
然
を
楽
し

み
な
が
ら
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

村
上
良
子

昭
和
四
二
年
卒

昨
年
ア
キ
レ
ス
腱
断
裂
。
術
後
自

分
が
思
っ
て
い
る
よ
り
も
回
復
が
遅

い
こ
と
に
少
し
焦
り
を
感
じ
ま
す
。

孫
七
人
み
な
近
く
で
暮
ら
し
て
い
て

何
か
と
忙
し
い
で
す
。

磯
部
行
男

昭
和
四
三
年
卒

五
月
二
十
六
日
（
土
）
に
昭
四
十
三

年
卒
業
同
期
に
て
同
窓
会
を
開
催
し
、

五
十
六
名(

卒
業
生
約
百
六
十
名
）
が

母
校
体
躯
館
に
集
い
ま
し
た
。
初
め

て
の
学
年
同
窓
会
で
、
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。

大
場

肇

昭
和
四
七
年
卒

二
〇
二
〇
年
一
月
に
還
暦
を
迎
え

ま
す
。
齢
を
重
ね
る
毎
に
杉
二
時
代

の
思
い
出
が
蘇
っ
て
き
ま
す
。
運
動

会
、
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
、
林
間
学
校
…
。

ど
れ
も
が
楽
し
い
思
い
出
で
す
。

山
野
公
治

昭
和
五
五
年
卒

熊
谷
に
単
身
赴
任
し
て
二
年
、
土

日
に
杉
並
の
実
家
に
帰
っ
て
く
る
と
、

ア
ト
ム
ズ
の
声
が
聞
こ
え
て
い
ま
す
。

宇
川
佳
子

昭
和
五
七
年
卒

こ
の
春
二
人
の
子
ど
も
も
杉
二
小

を
卒
業
し
東
田
中
へ
進
学
し
ま
し
た
。

会 員 短 信

杉並第二小学校 校長 佐野 篤

杉二小の施設・校庭を使用して、震災時の緊急対応訓練、防災訓練を杉並区と杉並消防署の支援の下、地域住民、 PTAと児童も参加して毎年実施しています。参加者は貴重な体験をしています。

また一昨年より、地元町会の主催により、夏季スイカ割大会、花火大会を実施しており、夏休みの子供たちの杉二小の思い出になることでしょう。

杉二小の建替

杉二小は建替えられること

になりました。2023年度より

新校舎にて授業となります。

2021年より工事開始。既存

の校舎は全て解体されます。

編
集
後
記

総
会
案
内
は
約
五
百
通
の
返
信
を
戴
い

て
お
り
、
そ
の
一
部
を
紹
介
し
て
お
り
ま
す
。

さ
ら
な
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
た

め
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活
用
す
る
こ
と
を
検
討

し
て
お
り
ま
す
。
H
P
ま
で
ご
意
見
を
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。

H
P
に
つ
い
て

下
記
Q
R
コ
ー
ド
よ
り
同
窓
会
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
入
れ
ま
す
。
ス
マ
ホ
で
す
べ
て
内

容
を
確
認
で
き
ま
す
。
ご
意
見
を
お
待
ち
し

ま
す
。

敬称略 (H30第33回総会案内返信より抜粋）

同窓会は会員の寄付により運営されています。円滑な運営のため、1口1,000円の寄付をお願いたします。〖杉並区立杉並第二小学校同窓会〗 ゆうちょ振替口座 00130 6 587612

クラス会だより


